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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ボタン電話機に録音装置とのインターフェース機能を有する通話録音用アダプタを接続
し、前記通話録音用アダプタに前記録音装置を接続して録音を行う通話録音システムであ
って、
　前記通話録音用アダプタは、前記録音装置からの送出音の有無を検出する検出手段と、
前記検出手段により前記送出音が検出された時には前記ボタン電話機の集音マイクをオフ
し、前記送出音が検出されなかった時には前記集音マイクをオンするように制御する制御
手段と、
　を備え、
　前記ボタン電話機により或る通話相手との通話状態が確立中に前記録音装置からの送出
音を前記或る通話相手に聞かせると共に送出音を聞かせている前記或る通話相手の音声を
録音することを特徴とする通話録音システム。
【請求項２】
　請求項１に記載の通話録音システムであって、
　前記或る通話相手の音声に加えて前記或る通話相手に聞かせている前記送出音をも録音
することを特徴とする通話録音システム。
【請求項３】
　着信に対して前記録音装置の録音によって自動応答する留守番電話が設定されている場
合には、予め前記集音マイクをオフしておくことを特徴とする請求項１又は２に記載の通
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話録音システム。
【請求項４】
　ボタン電話機に録音装置とのインターフェース機能を有する通話録音用アダプタを接続
し、前記通話録音用アダプタに前記録音装置を接続して録音を行う通話録音システムの制
御方法であって、
　前記通話録音用アダプタは、前記録音装置からの送出音の有無を検出し、前記送出音が
検出された時には前記ボタン電話機の集音マイクをオフし、前記送出音が検出されなかっ
た時には前記集音マイクをオンするように制御し、
　前記ボタン電話機により或る通話相手との通話状態が確立中に前記録音装置からの送出
音を前記或る通話相手に聞かせると共に送出音を聞かせている前記或る通話相手の音声を
録音する、ことを特徴とする通話録音システムの制御方法。
【請求項５】
　請求項４に記載の通話録音システムの制御方法であって、
　前記或る通話相手の音声に加えて前記或る通話相手に聞かせている前記送出音をも録音
することを特徴とする通話録音システムの制御方法。
【請求項６】
　着信に対して前記録音装置の録音によって自動応答する留守番電話が設定されている場
合には、予め前記集音マイクをオフしておくことを特徴とする請求項４又は５に記載の通
話録音システムの制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ボタン電話機と通話録音用アダプタを用いて録音等を行う通話録音システム
及びその制御方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、ボタン電話機に通話録音用アダプタを接続し、その通話録音用アダプタに録音装
置であるＰＣ等を接続し、通話録音等を行う方法がある。このボタン電話機としては、特
許文献１～３等に記載されたものがある。
【０００３】
　特許文献１には、通話音声出力がアナログ方式とデジタル方式の電話機にカセットコー
ダを接続することにより、通話録音を可能にする通話録音用アダプタ装置が記載されてい
る。
【０００４】
　また、特許文献２には、主装置に通話記録録音装置を設けて移動局から電話機と同様に
伝言の聞き取りやメッセージ通知機能を実現するボタン電話機が記載されている。特許文
献３には、Ｄ－ＭＣＡ（デジタル・マルティ・チャンネル・アクセス）無線システムから
ボタン電話機の通話記録録音装置の自分に対する伝言メッセージの聞き取りや、他のＤ－
ＭＣＡ移動局への伝言メッセージを登録する操作を容易にすることが記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－１２４０５０号公報
【特許文献２】特開平０９－０１８９１２号公報
【特許文献３】特開平１０－０１３９１５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従来の技術においては、ボタン電話機に通話録音用アダプタを接続し、通話録音用アダ
プタに録音装置を接続して録音装置に録音した通話内容等を通話相手に聞かせるような場
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合には、ボタン電話機のマイクから周囲雑音が入ってしまい、録音内容が聞きづらいこと
がある。
【０００７】
　本発明の目的は、通話中に通話相手に録音内容を聞かせるような場合にマイクからの不
要な音声入力等を通知相手に聞かせることのない通話録音システム及びその制御方法を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第１の観点によれば、ボタン電話機に録音装置とのインターフェース機能を有
する通話録音用アダプタを接続し、前記通話録音用アダプタに前記録音装置を接続して録
音を行う通話録音システムであって、前記通話録音用アダプタは、前記録音装置からの送
出音の有無を検出する検出手段と、前記検出手段により前記送出音が検出された時には前
記ボタン電話機の集音マイクをオフし、前記送出音が検出されなかった時には前記集音マ
イクをオンするように制御する制御手段と、を備え、前記ボタン電話機により或る通話相
手との通話状態が確立中に前記録音装置からの送出音を前記或る通話相手に聞かせると共
に送出音を聞かせている前記或る通話相手の音声を録音することを特徴とする通話録音シ
ステムが提供される。
　本発明の第２の観点によれば、ボタン電話機に録音装置とのインターフェース機能を有
する通話録音用アダプタを接続し、前記通話録音用アダプタに前記録音装置を接続して録
音を行う通話録音システムの制御方法であって、前記通話録音用アダプタは、前記録音装
置からの送出音の有無を検出し、前記送出音が検出された時には前記ボタン電話機の集音
マイクをオフし、前記送出音が検出されなかった時には前記集音マイクをオンするように
制御し、前記ボタン電話機により或る通話相手との通話状態が確立中に前記録音装置から
の送出音を前記或る通話相手に聞かせると共に送出音を聞かせている前記或る通話相手の
音声を録音する、ことを特徴とする通話録音システムの制御方法が提供される。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、録音装置からの送出音の有無を検出し、送出音の有無に応じてボタン
電話機の集音マイクのオン／オフを制御することにより、ボタン電話機の使用者と通話相
手との通話中に、録音装置に録音した当該通話中の音声等或いは、録音装置に予め録音し
ておいた音声等を通話中に再生し、それを通話相手に聞かせるような場合にマイクからの
不要な音声入力、或いは周囲音を通話相手に聞かせることがなく、利便性を向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明に係る通話録音システムの一実施形態を示すブロック図である。
【図２】本発明の他の実施形態を示すブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　次に、発明を実施するための形態について図面を参照して詳細に説明する。図１は本発
明に係る通話録音システムの一実施形態を示すブロック図である。図１では録音装置とし
てＰＣを用いた例を示す。
【００１２】
　図中１はボタン電話機、２は通話録音用アダプタ、３は録音装置としてのＰＣである。
図１では図示していないが、ボタン電話機１は上位装置のボタン電話装置の主装置に接続
されている。ボタン電話機１に通話録音用アダプタ２が接続され、通話録音用アダプタ２
に録音装置であるＰＣ３が接続されている。
【００１３】
　通話録音用アダプタ２は、ボタン電話機１に接続して録音装置とのインターフェース機
能を果たすものであり、詳しく後述するように通話録音用アダプタ２はＰＣ３からの送出
音の有無を検出し、それに応じてボタン電話機１の集音マイクのオン／オフを制御するも
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のである。
【００１４】
　ボタン電話機１は、各部を制御するためのＣＰＵ１０、及び通信及び音声信号を処理し
、通話録音用アダプタ２からの送出音とマイク１４からの音声を混合する音声混合部１２
、音声混合部１２にマイク１４から入力された音声等のオン／オフを行うスイッチ１３を
有する通信・音声用ＩＣ１１を備えている。また、ボタン電話機１内には、通話を行うた
めのハンドセット１５、ヘッドセット１６、音声を集音するマイク１４、音声を出力する
スピーカ１７等が配置されている。
【００１５】
　一方、通話録音用アダプタ２は、アダプタ２内の各部を制御するＣＰＵ２０、通話録音
用アダプタ２に接続されたＰＣ３からの送出音の有無を検出する音声検出部２１、通話相
手からの音声とＰＣ３からの送出音を混合する音声混合部２２、音声混合部２２に対して
ボタン電話機１から送出された通話相手の音声等のオン／オフを行うスイッチ２３を備え
ている。
【００１６】
　また、通話録音用アダプタ２は、音声混合部２２への通話録音用アダプタ２を通ってボ
タン電話機１に一旦入力され、再び通話録音用アダプタ２へ戻ってきたＰＣ３からの送出
音のオン／オフを行うスイッチ２４、ボタン電話機１へのＰＣ３からの送出音のオン／オ
フを行うスイッチ２５を備えている。更に、通話録音用アダプタ２はＰＣ３に音声を出力
する録音装置Ｉ／Ｆ出力部２６、ＰＣ３からの送出音を入力する録音装置Ｉ／Ｆ入力部２
７を備えている。
【００１７】
　録音装置であるＰＣ３は、通話等を録音する録音部３０と、録音された音声等を送出す
る音声送出部３１とを備えている。ＰＣ３のその他の構成は本発明とは直接関係ないため
詳しい説明は省略する。
【００１８】
　次に、本実施形態の動作を説明する。以下に説明する動作は、ボタン電話機１に通話録
音用アダプタ２を接続し、通話録音用アダプタ２にＰＣ３を接続して通話録音する場合の
動作であるが、例えば、ボタン電話機１の使用者と通話相手との通話中において、通話録
音用アダプタ２を介してＰＣ３に通話録音した当該通話中の音声等を、或いは、ＰＣ３に
予め録音しておいた音声等を通話中に再生し、それを通話相手に聞かせるような場合等に
、ＰＣ３からの送出音を検出し、スイッチ１３をオン／オフ制御するものである。
【００１９】
　まず、着信時や発信時等において録音装置であるＰＣ３を通話録音用アダプタ２に接続
して通話相手と通話する場合には、上位装置からの制御によりボタン電話機１はハンズフ
リー状態になる。即ち、ボタン電話機１のスピーカ１７とマイク１４を使用して通話可能
な状態となる。上位装置は、上述のようにボタン電話機１が接続されたボタン電話機の主
装置である。
【００２０】
　次に、ボタン電話機１の使用者と通話相手との通話中において、例えば、ＰＣ３に通話
録音した当該通話中の音声等を、或いはＰＣ３に予め録音しておいた音声等を通話中に再
生して通話相手に聞かせる場合には、ＰＣ３の音声送出部３１から通話中の音声や予め録
音した音声等が通話録音用アダプタ２に録音装置Ｉ／Ｆ入力部２７を介して送出される。
【００２１】
　通話録音用アダプタ２の音声検出部２１は、音声送出部３１から送出された送出音を検
出し、ＣＰＵ２０へＰＣ３からの送出音有りの検出信号を送信する。ＣＰＵ２０は音声検
出部２１からの送出音有りの検出信号を受信すると、ボタン電話機１のＣＰＵ１０へ送出
音を検出したことを通知する。
【００２２】
　ボタン電話機１のＣＰＵ１０はＣＰＵ２０から送出音を検出したことが通知されると、
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マイク１４から入力された音声等が音声混合部１２へ伝わらなくするためスイッチ１３を
オフする。その際、通話相手の音声等をＰＣ３で録音するため、通話録音用アダプタ２の
ＣＰＵ２０はスイッチ２３、２４、２５をオンする。そのため、通話相手の音声と録音内
容のみが音声混合部２２、録音装置Ｉ／Ｆ出力部２６を通ってＰＣ３へ送出され、ＰＣ３
の録音部３０に録音される。
【００２３】
　一方、ＰＣ３の音声送出部３１から送出音が送出されない場合には、音声検出部２１は
送出音を検出せず、通話録音用アダプタ２のＣＰＵ２０は送出音有りの検出信号をボタン
電話機１に出力しない。従って、ボタン電話機１のＣＰＵ１０はスイッチ１３をオンし、
ボタン電話機１の使用者の音声等がマイク１４で集音され、通話相手との通話が行われる
。その際、通話内容を録音する場合には、同様にＣＰＵ２０はスイッチ２３、２４、２５
をオンし、ＰＣ３の録音部３０に録音する。
【００２４】
　本実施形態では、録音装置からの送出音の有無を検出し、送出音が検出された時にはボ
タン電話機の集音マイクをオフし、送出音が検出されなかった時には集音マイクをオンす
るように制御する。そのため、通話相手との通話中に、その通話中の通話内容や過去に録
音装置に録音した通話内容等を聞かせる場合には、スイッチ１３をオフするため、マイク
１４からの不要な音声入力、或いは周囲音（ノイズを含む）を通話相手に聞かせることが
ない。また、これら不要な音声入力や周囲音等を録音装置に録音することもない。更に、
いたずら電話に対して予め録音しておいた内容を聞かせる場合に有効である。
【００２５】
　なお、ＰＣ３を通話録音用アダプタ２に接続して自動応答する場合には（留守番電話機
能が設定されている場合）、一般に、ボタン電話機１の使用者が不在であるため、マイク
１４をオンする必要はなく、その応答中はマイク１４は常時オフしても良い。そのため、
留守番電話の設定時にスイッチ１３をオフにするのが望ましく、ＰＣ３からの送出音を音
声検出部２１で検出し、その検出結果に応じてスイッチ１３をオン／オフ制御しなくても
良い。
【００２６】
　図２は本発明の他の実施形態を示すブロック図である。図２では録音装置としてＰＣ３
の代わりにカセットコーダ４を用いている。その他の構成は図１と同様である。本実施形
態の動作は図１の動作と同様である。簡単に説明すると、通話録音用アダプタ２の音声検
出部２１はカセットコーダ４からの送出音の有無を検出し、送出音が検出された時にはボ
タン電話機のマイク１４をオフし、送出音が検出されなかった時にはマイク１４をオンす
る。
【００２７】
　従って、通話相手との通話中に、その通話中の通話内容や予めカセットコーダ４に録音
した通話内容等を再生して通話相手を聞かせるような場合には、スイッチ１３をオフする
ため、マイク１４からの不要な音声入力、或いは周囲音（ノイズを含む）を通話相手に聞
かせることがない。但し、本実施形態では、録音装置としてカセットコーダ４を用いてい
るため、カセットコーダ４に通話中の音声等又は予め録音した音声等を再生して通話相手
に聞かせている場合には、その音声等をカセットコーダ４に録音することはできない。
【符号の説明】
【００２８】
　　　　１　ボタン電話機
　　　　２　通話録音用アダプタ
　　　　３　ＰＣ
　　　　４　カセットコーダ
　　　　１０、２０　ＣＰＵ
　　　　１１　通信・音声用ＩＣ
　　　　１２　音声混合部
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　　　　１３、２３、２４、２５　スイッチ
　　　　１４　マイク
　　　　１５　ハンドセット
　　　　１６　ヘッドセット
　　　　１７　スピーカ
　　　　２１　音声検出部
　　　　２２　音声混合部
　　　　２６　録音装置Ｉ／Ｆ出力部
　　　　２７　録音装置Ｉ／Ｆ入力部
　　　　３０　録音部
　　　　３１　音声送出部
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